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沢村孝之助

珪鞭藻類の化石は珪藻の化石(地質ニュｰス第131

号)に伴ってときどき見出され粗い蜂の巣状の特長

のある形をしている.その大きさは数10ミクロンか

ら100ミクロンより少し大きな程度で顕微鏡でも200

倍以上の高倍率でないとよくはみえない.珪質の骨

格はふくらんだ“かご形"をしており側面からみると

第1図の2のようで骨格のなかには生体では葉緑素

をもっており(第1図の10)骨格のはじから長いひげ

をのばしている･これで海洋の表面を浮遊し光同化

作用を行なっている.骨格の表面にはきわめて細か

な模様がある(第1図の1)カミこれは顕微鏡の観察条

件をよくし狂いと在かなか見えにくいものである.

珪藻とは骨格間が■からで多角形の網目模様がな

いので容易に区別されるカミラジオラリアとは蜂巣

状の構造カミ複雑になると区別しがたいことがある.生

体ではラジオラリアは動物で葉緑素をもたぬから簡

単であるが化石ではそうもゆかない.

珪藻藻類を発見したのはC.G,Ehrenbergである.

Microgeo1ogyという大著をあらわして微化石学の父

とされる人でシシリｰ島の泥灰岩中に見出し1838年

に発表した.しかしこのときは珪藻のうちに含め

られていた.わが国では1907年に高知沖のプラン

クトンのなかに岡村金太郎博士カ溌見したのカミ最初

とのことである.化石として注目されるようになった

のは1940年代すなわちEhrenbergから約1世紀の

後に狂ってのことで金沢大学の市川渡教授が地質学へ
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第1図D{6〃06加励〃αFhr.

4は平.ω〃ω物Le㎜㎜(G1eser1967)

の応用を強調され引き続いてオｰストリアのん

Bachmam博士と共同で能登半島の珪藻土(和倉およ

び法住寺産)のなかの珪鞭藻類を詳しく研究された.

横浜市立大学の津村孝平博士はまた国内外各地の珪

藻土および海底の底質について広く検討し独自の分類

を発表された.またウラノレ山地の白亜系古第三系

を主としてソ連各地の資料を詳しく研究してレニン

グラｰド大学のS.I.G1eser博士は隠花植物全集の

第7巻として進化系列の考察まで含めて豊かな総括

を発表した.このように重要な文献が引き続いて現

われるようになったので今後は多くの人々に関心がも

たれ地質学への麻用もさかんとなると考完られる.

珪鞭藻類は淡水域には全く存在せずもっぱら外洋

で浮遊生活を送っているものと一般には考えられて

いる.津村博士によれば沿岸の生物の餌となってお

りその消化器管中によく見出されるので必ずしも全

部が外洋性ではないと考えられその形が小さいうえに

生体の屈折率が海水に近いので顕微鏡下でもみのカミ

しやすいこともありその生態分布もまだ十分には知

られていないものとされている.しかし浮遊生活を

送っているものであるからその分布は広いのが当然で

ある.G1eser博士によればDistephamsspecu1um

v.regu1arisは北緯50｡以北に広く分布するカミv.septe-

nariusは北緯40｡～50｡の間1こ限られDictyochafibu1a

V.aCu1eataとV.meSSanenSiSは極東にみられるカミョ

ｰロッパ海域には分布しないなどの例があげられてレく

る.今後研究が進めば分布区域も明確にたってゆく.

であろう.､

化石として最も古いものはウラル山地またカリ

フォノレニアの白亜紀後期の珪藻土のなかに見出され

従って1億年に近い生存期間をもつものと考えられる.

しかしその骨格の単純さからも推察されるように種

数はわずかに約50で変種を加えてもその倍にはなら

住い.しかもその9割は絶滅して化石としてしか

みられない.また一般的には骨格の単純なものから

複雑たものへと地質時代とともに進化しているので

地層の大区分や広域にわたる対比には衣かなか有効

である.地質時代で差のあることは一白亜紀と古第三

紀漸新世早期の例を第2図第3図で示した.

分類はE.Lemmermamにより1901年にほぼ大成

しP-Schu12(1928年)K.■Gemeinha1dt(19台O年)

により補足されたといえ津村博士G1eser博士はほぼ

これに従っている..津村博士は幾何学的形状を重視し�
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策2図ウラルの珪鞭藻化石(白亜紀)
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第3図ウクライナの瑳鞭藻化石(漸新世早期)

蟹

�

�

�

匁

禽

�

��

1一γ;"1加63〃α5{刎ク1ε工Jouse(〉Ky3e,1949と);2一γん｡κo〃〃

Ha口皿a;8-7.切開〃〃ωG1eser;4-Lシ他聞〃"∫{榊μ3勿

Ha皿回a;5-1二.メ刎附ωZ"Ha皿回a;6-Co閉〃"ク｡陀腕肋ク"3

Gleser;7-Dあ卯｡c加炉加ωら肋"可町.α加6"〃αf.1α払閉･

〃"肱Schu止;･8-Coη舳"オ棚蜥6"肋Schub.(G1eser1967)

て属の数を整理して第4図に示した6属としている.

G1eser博士は進化を考慮してVa11acerta属(第4図

中のA)Navi㎝1ops三s属(同B)を独立させており

またCorbise㎜aParadictyochaなど一属一種として発

表されているものをそのまま残している.

Bachmam博士の分類はG.Deflandre(1950年)の

骨格の微細構造の研究を重視して他の分類とはやや瞳

違いが大きい.たとえばDistephams属は認められず

単純なものはDictyoφa属と複雑なものはCampy1us

属としている.第5宮は法住寺産のものを示したが

これと地図を比べても差異は明らかであろう二

種あるいは変種め分類早1対称性蜂の巣の形状小

さな刺の位置などによっておりまちまちで一致してい

ないものもある.たとえば津村博士はMeSOCena

polymorphaとMl.crenu1ataを区別しそれぞれ多く

⑧
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G1eser;8-Dあ〃06加炉加ω刎んα閉r.〃伽刎ω"(Strad口er)

G1ese正;9-1)畑ψ加拠郷6閉z(Ehr･)Hack･(G1eser1967)

の変種を認めているがG1eser博士はそれらをM･

e11ipticaとして一括している.これはG1eser博士が

白亜紀古第三紀のものをおもに取り扱っていることに

原因することも考えられる.Iわが国の新第三紀の化石

に関しては津村博士の分類カミ幾便学的形状を重視し

ていることもあって削りやすいように思われる｡

G1eser博士はまた第6図に示したように試錐コア

の解折を数多く行たって種の生存期間進化系列を考

察した.進化の一例は第7図にかかげた｡この結果

として属の生存期間も明らかとなった(第1.奉)･こ

れをみると古第三紀と新第三紀とで大きな差カミ認め
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られる.しかしこれはGIeser博士の資料に漸新世

後期のものが欠けておりまた樺太カムチャッカの新

第三系の層序解析がいささか不充分で中新世初期乃至

中期の資料に乏しいことがこの結果となっているよう

である.

わが国の化石についてはさきに述べたように能登

半島あるいは北海道東北地方の珪藻土中のものにつ

いて報告されている.その例を第5図第8区および

第2表にあげた.これらはその産地から推定すると

ほとんどが中新世後期乃至鮮新世のものである.中新

世の初期乃至中期のものとしては常磐炭田の湯長谷層

灘あるいは北海道東部の津別属灘に産する.また漸

新世後期のものとしては常磐炭田の白坂頁岩申にみら

れる(第3表).この表で注意されることはG工eser博

士が古第三紀で絶滅したと考えた種あるいは変種が中

新世初中期になおみられることである.このような古

第三系已から新第三紀にかけての状況はわカ洞の資料で

なお検討する必要があろう.今後の興味ある問題であ

る.

珪鞭藻類を含む資料の処理方法はさきに紹介した珪

藻とほぼ同様である.その骨格は珪藻よりもろいので

処理に慎重を要することと苛性ソｰダ10%液で可溶

性珪酸(珪藻殻注ど)を除くことカミ異なっている.恋

お資料としては珪藻土あるいは珪藻の豊富な泥岩のみ

で他の岩石にはほとんど含まれていないと思われる.
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第5図能登法住寺産瑳鞭藻類とその頻度身命

(Bac11エ｡amユ964)

第1表

�属の大部分の�

属名��例外となる種とその生存期間

�生存期間�

L皿amula�白亜紀�L.tenu三pe㎡ica中新世一

Comua�白亜紀一暁新世�

Mesocena�始新世一中新世�M.ste11a中新世一現世

Va11ace片a�白亜紀�

Na平i㎝1opsis�始新世一中新世�

Dictyocha�白亜紀一中新世�D.{ibu1a始新世一現世

Distephanus�始新世一現世�

Campilus�始新世一中新世�

(G1es町1967)

資料は慎重に粉砕して炭酸塩などに富むときは塩酸

または王水で処理し有機物は過マンガン酸カリを加え

たのち硫酸で酸化し修酸で脱色する.粘土分の多い

ときはピロリン酸ソｰダ少量を加えた水中でまたは

超音波洗浄器にかけ分散をよくする.これカミ初段階で

ある.次いで10c㎜の高さに水を入れたビｰカｰ中

で数秒以内に沈降する砂また90分以上も沈むことの

ない粘土を除去する.これで10乃至数100ミクロンの

粒径のものが得られ化石がこのなかに濃集する.次

いで10%苛性ソｰダ液に入れて湯気で数時間熱する.

反応の進行を顕微鏡下で検討して化石カミおかされるま
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第6図ウラル山地試錐コアの解析(G1e5er1967)�
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策2表日本の珪鞭藻化石

北海道

裏目本

珪鞭藻化石名樺能呼大大佐

塑和

間取人沢沢渡

L皿amulaten㎜peτtlcaKoketTsum

MesocenacrenulataE止τ

�

�

�

D1ctyocha杜1acanthaEhr

�

�

�

D1step止…岨u6cmx(Ehr)Haek

�

Camp11u1bmo1ulul(E肚)Le㎜

�

表日

釜

屋

敷

本

田

之

倉

登

飯

塚

第

�

図

号

L皿amulatenuipeτticaKok.etTsum.���×�X�×�����1

MesocenacrenulataE止τ.����������2

v.diodo口(E㎞.)Le㎜m.������X���X�3

甲.bidiodonTsu皿.������×����4

T.e11iptica(E虹.)Le㎜n.����X��X����5

M.Po1卿｡叩haLe㎜.����������6

Wa缶an卵1a(E㎞.)Le㎜.���×�������7

v.pe吻｡口a(H舵k.)Le㎜.����×������8

丁hexagona(脇.)Le㎜.���×�×������9

v.septen肛iaGe皿e.����×���X���

v.bisepten酊三aGe固e.����×������1O

v.oct㎝ar三a(Soh.)Gem.����X������11

�捩�畬畳��������

v.apic山taLe㎜m.�����X���X��13

M.po1yacti畠(De{1.)Ts㎜.�����X�����14

Dictyocha杜iacanthaEh.������X����

D.fib口1aEhr.���×�×��×���×�

v-octogonaTs一㎜.������X����15

���摻楢畬愨����洮�������

wjap㎝{ca(Def1.)Ts㎜.��X������×��17

D.P肛adistephanusTsuIn.�����X�����18

Distep止…岨u6cmx(Ehr.)Haek.����X�×��X�X�×�19

w1c止aui口11㎜dii(Le㎜.)Slhu.����X�X���X��20

D.spec皿1㎜皿(Ehr.)Haek.�×�X�×�X�×�X����

v.octon肛ius(E㎞.)Jo㎎.���X�������21

v.Pentago皿usLe㎜皿.���������X�22

v.septen㎞us(E肚.)Ge血.���������×�23

Campilu1bino1ulul(E肚.)Le㎜.�X�X��X�×���X��24

C.㎞o㎜a伍(E㎞.)Le㎜.��X��������25

C.caIyp舳Haeた.�X���X������26

C.he㎜i昌phaericu8(Ehr.)Haek｡�����X�����27

(津村1963)

えに塩酸で中和するよう注意力…必要である.

こうして精製した資料はカバｰグラスにのせバル

サム(またはステラックス)で封じスライドグラスと

あわせ6ぴ以下で数時間熟してプレパラｰトにする.

個体を取り出すためには顕微鏡下で“しんかき筆"を

用いて吊り間すのカ茎最もよいようである.テレビン油

でうすめたバノレサムをカバｰグラスのはじに一滴おど

して吊り上げた化石をまづここで清浄にして後にカ

バｰグラスの中心に移動させれぱよい標本カミ得られよう.

(筆者は地質第3課長)
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第3表漸新世後期および中新世初～中期の瑳鞭藻類

瑳鞭藻化石名

Me冒㏄enaap1㎝1ata(Sch)De{1

�

�

Nav1culopslsblaplculata(Le㎜)F祀㎎*

D1ctyocha缶1aca口出aEhr

�

�

D1steph≡muscmx(Ehτ)Haek
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Me冒㏄enaapi㎝1ata(Sch.)De{1.���X�

M.crenulataE肚.���×�

v.diodon(E㎞.)Le㎜㎜.���X�

M.po1卿｡曲Le㎜.����

v.缶iangu1a(Ehr.)LeI皿匝1.*�×�×�×�X

T.q11adra口gula(Ehr.)Lemn1.���X�
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Dictyocha缶iaca口出aEhr.�X�X��

�昱數�愨却����爪���

�晩������

��敵潤晩���捨�味�����

D.defran&eiFreng.非�X���

Disteph≡muscmx(Ehτ.)Haek.�X�×�X�X

D.specul㎜皿(E㎞.)Haek.�X�X�×�×

�健�慧潮畳������

第7図Dictyoc血a属の進化(Gleser1967)
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第8図

回本産珪鞭藻類化石(種名は第2表にあげた)

〔津村孝平1963年原図〕�


